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第８号
2011 年 8 月 5 日発行
　インダス・プロジェクトがプレ研究（PR）としてス
タートしたのは 2006 年のことです。そして、2007 年
4 月からは本研究（FR）となり、本年度は早くも最終年
度となってしまいました。振り返ってみると、インダス・
プロジェクトは茨の道でした。とくに、本研究となるま
で、一度は評価委員会でのゴーサインが出ず、もうプロ
ジェクトはあきらめようかと、弱気になったこともあり
ました。しかし、2007 年に本研究をはじめてから、本
プロジェクトでの成果にはめざましいものがあり、おか
げさまで最終年度まで続けることができました。これも
皆様のご支援ご協力のたまものです。
　ご存じのように、インダス文明遺跡の発掘をインドで
2 カ所行いました。ハリヤーナー州のファルマーナー遺
跡では墓地がみつかり、インドで大々的に報道されまし
た。グジャラート州のカーンメール遺跡では、インダス
印章が押印された同型のテラコッタ・ペンダントが 3 個
もみつかり、それが科学雑誌『サイエンス』に掲載され
ました。その写真が今度は『南アジア考古学 2007』（ラ
ヴェンナで開催された学会で発表した論文集）の表紙を
飾ることになりました。ファルマーナー遺跡発掘報告書
は本年 3 月に出版することができました。また、カーン
メール遺跡発掘報告書も最終段階に入り、遅くとも 10
月には発刊の運びとなりました。これらは上杉さん、寺
村さんたちの努力のおかげです。
　物質文化研究グループだけではありません。古環境研
究グループの活躍もすばらしいものでした。3 月にはア
メリカ地球物理学連合（AGU）の特別セッションである、
チャップマン会議に参加し、ポスターセッションに、前
杢さん、宮内さん、奥野さん、三宅さんの 4 名が、口
頭プレゼンテーションでは横山さんのところの大学院生
中村君と長田がそれぞれ発表しました。その発表の成果
がサイエンスに報告され、前杢さんの発表が紹介されま
した。そして、4 月にはヨーロッパ地球科学連合（EGU）
で前杢さんと長田が発表し、さらに 7 月には世界第四紀
学会（INQUA）に前杢さんと長田が参加しました。これ
らはコアメンバーの前杢さんをはじめとする古環境研究
グループのおかげです。
　さらに、生業研究グループにも、新しい発見がありま
した。インド矮性コムギはインダス文明遺跡からも発見
されている古いコムギです。そのコムギは緑の革命以
降、なくなってしまったと考えられていましたが、それ
がまだ栽培されていることがわかったのです。それは大
きな成果なので、地球研と報道機関との懇親会で発表し
たのですが、残念ながら、3 月 11 日の東日本大震災直
後だったため、新聞等での発表はありませんでした。今
回のニュースレターは大田正次さんと千葉一さんが生業
研究グループでの研究成果の一部を報告してくださいま
した。フィールドワークの達人である、千葉さんならで
はの記述をぜひ皆さん楽しんでください。
　こうした皆様の研究成果をうけて、2 月に行われた評
価委員会では大変高い評価でした。皆様にこの場を借り
て感謝申し上げます。
　この最終年度にあたり、プロジェクト研究員だった上
杉さんと寺村さん、プロジェクト研究支援員だった園田
さん、事務補佐員だった河村さんが地球研から離れるこ
とになりました。本当にお世話になりました。ありがと
うございました。河村さんに代わり、かつてインダス・
プロジェクトが苦しい時代に事務補佐員を務めておられ
た長谷さんが最終年度の事務を担当していただきます。
長谷さん、どうぞよろしくお願いします。
　苦しかった時代を忘れず、謙虚にプロジェクトの成果
をみつめ、最終年度が無事終わることを祈って、巻頭言
とします。
プロジェクトリーダー　長田 俊樹
　ごあいさつ
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ことが確認されている。
　今回、インド矮性コムギの新たな栽培地域と情報を求
めることを中心に、エンマーコムギについてもさらに情
報を得ることを目的として、冬作物の収穫期に現地調査
を行ったので、フィールドノートと GPS の記録をもと
に報告したい。3 月 4 日に日本をたちムンバイ（Mumbai）
に一泊したのち 3 月 5 日にプネー（Pune）に移動、先
にインド入りしていた千葉一さんと合流し、デカン大学
考古学研究所のシンデー教授の協力を得て、大田、千
葉さん、森直樹さんとガイドの大学院生シュレイヤス
（Shreyas）君の 4 名で、3 月 6 日から 3 月 9 日の 4 日間
マハーラーシュトラ州とカルナータカ州の州境地域を調
査した（図 1）。その後、3 月 10 日午後プネーからムン
バイに移動、ムンバイから 3 月 11 日に帰国した。調査
日程と調査ルートは表 1 と図 2 に示したとおりである。
また、インド矮性コムギあるいはエンマーコムギの情報
とサンプルを得た地点を表 2 と図 2 のポイントで示し
た。
　
調査 1 日目（3 月 6 日日曜日）：プネーからビータ（Vita）
　プネーから南下し、サタラ（Satara）で高速道路を
降りた。高速道路の料金所では子供たちが濃い赤色を
大田正次（福井県立大学生物資源学部）
　インド矮性コムギ（Triticum aestivum ssp. sphaerococcum ）
は、アラビア半島とパキスタン南部、インド北西部での
み栽培された記録のある普通系コムギの 1 亜種で、この
地域でパンコムギ（T. aestivum ssp. aestivum）から生
じたと考えられている。考古学的には、インダス文明以
前、インダス文明期、および歴史時代初期の遺跡からパ
ンコムギとともに出土し、インダス文明期の主要な冬作
穀類の一つであった考えられている。しかし、1960 年
代に始まった「緑の革命」によるコムギ多収品種の導入
により急激に栽培がなくなり、現在の栽培の状況は不明
であった。2010 年 2 月、総合地球環境学研究所プロジェ
クト「環境変化とインダス文明」生業研究グループのメ
ンバーである森直樹（神戸大学大学院）と千葉一（東北
学院大学）が、カルナータカ州とマハーラーシュトラ州
の州境に近い 3 つの村でインド矮性コムギが今なお栽
培・利用されていることを再発見し、種子とさく葉標本
を収集するとともに聞き取り調査を行った。
　一方、エンマーコムギ（T. turgidum ssp. dicoccum）は、
今 か ら 約 9 千 年 前 に 一 粒 系 コ ム ギ（T. monococcum 
ssp. monococcum）とともに西南アジアで栽培化され、
初期の新石器麦農耕の重要な要素であった難脱穀性の
コムギで、現在では、易脱穀性のマカロニコムギ（T. 
turgidum ssp. turgidum convar. durum）やパンコムギ
に置き換わり、地中海・西南アジアやヨーロッパではほ
とんど栽培されなくなった。インド北西部およびパキス
タン南部ではインダス文明以前（前 5 千年紀～ 3 千年紀）
の遺跡から出土する。生業システム研究グループのこれ
までの現地調査で、インドではタミル・ナードゥ州北部
からマハーラーシュトラ州にかけての西ゴート山脈東麓
に沿った高原地帯で、今でも広く栽培・利用されている
図 1   デカン大学考古学研究所でシンデー教授とともに
後列左から、千葉、森、大田
表 1　2011 年 3 月の生業システム研究グループの調査ルート
 年 月 日  調査ルート
 3 月   4 日（金）  Osaka ― Mumbai
 3 月   5 日（土）  Mumbai ― Pune 
 3 月   6 日（日）  Pune ― Satara ― Koregaon ― Mhasvad ― Malshiras ― Mhaswad ― Vita
 3 月   7 日（月）  Vita ― Khanapur ― Karanj ― Jarandi ― Kavathe Mahangal ― Jath ― Amurtvadi ― Jath
 3 月   8 日（火）  Jath ― Gherdi ― Jath ― Bijapur ― Motevadi ― Bijapur
 3 月   9 日（水）  Bijapur ― Masavinala ― Basabana Bagebadi ― Jamukhandi ― Madrakhandi ― Satti ― Sangli ― Pune
 3 月 10 日（木）  Pune ― Mumbai
　インダス文明を支えた幻のコムギを求めて
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したイチゴを売っている。東へと向かい、マスワード
（Mhasvad）の穀物商でインド矮性コムギについて「背
が低くて粒が丸い」をキーワードに聞いた。作物の名前
は知らないが作っている村を教えてくれた。ついでに、
エンマーコムギ（khapli）について聞いてみると、即座
に「ある」と答え、店の奥に置いてある袋から小穂を取
り出して見せてくれた（調査地点 2011-3-6-1）。情報を
もとに、マスワードから北のマルシラースへ向かったが、
インド矮性コムギはなかった。また、確かな呼称も聞く
ことはできなかった。マスワードに戻り、昼食後、ビー
タをめざした。途中の村でインド矮性コムギについて聞
き込みをしたところここにはないとのことだった。
　乾季のインドを訪れるのは今回が初めてである。1 日
目の行程を終えて、雨季とはまったく違った印象をもっ
た。想像以上に暑く乾燥しており、まるで、夏のトルコ
やサハラから熱く乾いた風が吹く夏のモロッコと勘違い
しそうである。景色もまた、こげ茶色の土にハネガヤが
枯れて、思わずコムギの野生種を探してしまいそうにな
る。収穫期の熟れたコムギやモロコシ、ヒヨコマメ、ザ
クロとブドウの果樹園。ナンキンマメは植えつけた直後
から花を咲かせる畑まである。車窓から頻繁に見られる
サトウキビ畑を除けば、西南アジアの麦農耕の風景その
もののようだ。
調査 2 日目（3 月 7 日月曜日）：ビータからジャット（Jath）
　標高約 700m のビータの夜は涼しく快適だった。今日
はさらに東へ進みジャット周辺で調査する予定である。
昨年 2 月の調査で、千葉さんと森さんがインド矮性コム
ギを見つけた地域に近づいていく。カナプル（Khanapur）
の南の村（標高約 860 ｍ）で聞きこむが、インド矮性コ
ムギについて情報はなく、エンマーコムギ（khapli）は
水が利用できないため作れないとのことだった（図 3）。
カナプルへ引き返し、ウプマとポハの朝食。ポハはイン
ド風ドライカレー。
　カナプルを出てすぐ、カランジ（Karanj）村でコムギ
を収穫していた女性に話を聞いた。植えているのはパン
コムギ（品種は Lokwan）とマカロニコムギ。パンコム
ギはディパワリのあとに播き、マカロニコムギはディパ
ワリに播いた。チャパティ、プーリ、シュワイを作る。
ウプマはときどき作る。
図 2   2011 年 3 月の調査ルートと採集地点
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　ジャランディ（Jarandi）村の街角での聞き込みで、
エンマーコムギ（khapli）を栽培している人がいた。案
内してもらった畑の穂はまだ青く、ディパワリのあと
11 月 15 日に種を播きあと半月から 1 ヶ月で収穫できる
という（調査地点 2011-3-7-1）。昔は縦杵（musal）と
石臼（ukal）でエンマーコムギの穎を取り除いていたが
今は機械でやっているそうだ。エンマーコムギから極細
麺シャービゲを作るという。
　ジャットの 300 ルピーのホテルに午後 1 時にチェッ
クイン、昼食後、東の地域を調査した。ジャットから
約 6 km のアムルトゥワディ（Amurtvadi）村の道路沿
いにエンマーコムギ（khapli）の畑があった（調査地点
2011-3-7-2）。通りかかったオーナーに話を聞いた。祖
父と父も作っていた。ディパワリのあとに種を播き、こ
れから 15 日後に収穫する。自家消費と売るために作っ
ており、コムギの中では最も高く売れる。チャパティ、
シュワイなどを作る。エンマーコムギを収穫したあとに
はワタを植える（図 4）。
　ジャットに戻り夕食。珍しくレストランに酒があり周
りは酔っ払いだらけ。にわかベジタリアンの日本人には
少しつらい。きれいとは言い難いホテルの部屋は停電中。
多めに炊いた蚊取り線香の煙が目にしみる。今日は、標
高 700 ～ 800m の高原を走った。前日同様に非常に暑
く乾燥していた。エンマーコムギ（khapli）の栽培を 2 ヶ
所で見たが、いずれも水が豊富に利用できることが必要。
アムルトゥワディでエンマーコムギのあとに植えるワタ
も水がたくさん必要な作物である。
　インド矮性コムギは今日も名前すら出てこなかっ
た・・・。
調査 3 日目（3 月 8 日火曜日）：ジャットからゲルディ
（Gherdi）に寄りビジャプル（Bijapur）
　5 時 40 分起床。きのう西陽の当っていた部屋はまだ
なま温かい。人のいないフロントでしばらく支払いを
図 3   カナプル近くの乾いた風景
図 5   モテワディ村の農家で出してもらったインド矮性
コムギの種子
図 4   ジャット近くアムルトゥワディ村のエンマーコムギ畑
での聞き込み
図 6   ゴル・グムバズの回廊からビジャプル市内を望む
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調査地点番号 州 村名 緯度 (°N) 経度 (°E) 高度 (m) 情　　報
2011-3-6-1 Maharashtra Mhasvad 17°38'06'' 74°47'03'' 620
穀物商。インド矮性コムギは知らない。エンマーコムギは店にある；
呼称 khapli
2011-3-7-1 Maharashtra Jarandi 17°11'40'' 74°49'52'' 811
街角。インド矮性コムギは見たことも名前も知らない。エンマー
コムギはある；まだ青い畑、呼称 khapli
2011-3-7-2 Maharashtra Amurtvadi 17°02'16'' 75°16'10'' 696
エンマーコムギの畑を見つけて車を止める。オーナーがやってき
てサンプルをもらう；呼称 khapli
2011-3-8-1 Maharashtra Gherdi 17°17'07'' 75°16'22'' 532
町はずれの穀物卸商。インド矮性コムギは知っているが味は良
くない；呼称 gundu-godi。エンマーコムギは持っている；呼称 
khapli
2011-3-8-2 Maharashtra Motevadi 17°01'34'' 75°38'37'' 562
インド矮性コムギを昨年作っていた農家。灌漑用のポンプが壊れ
たので今年は作っていない；呼称 bol-gahu
2011-3-9-1 Karnataka Masavinala 16°38'40'' 75°57'47'' 605
インド矮性コムギを昨年も今年も作っている農家；呼称 gundu-
godi
表 2　調査地点と内容
図 7   ビジャプルの夕暮れ 図 8   カルナータカ州マサビナーラ村のインド矮性コムギの畑にて
図 9   インド矮性コムギの穂（A）と穀粒（B)
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待ったあと 7 時過ぎにホテルを出た。ジャットの北 30 
km にあるゲルディの穀物卸商で話を聞いた（調査地点
2011-3-8-1）。インド矮性コムギは gundu-godi といい、
2 年前にはあったが味はよくない、穀粒は白っぽい色、
とのこと。エンマーコムギ（khapli）は手元にあり小穂
を分けてもらった。目の前でしぼった水牛の乳で入れた
チャイをごちそうになり、ジャットに戻ったのち、カル
ナータカ州のビジャプルに向かう。
　パールホテルにチェックインして昼食、インド矮性コ
ムギを求めて昨年の採集地点に向かうことにした。千葉
さんと森さんが GPS と景色を頼りにたどり着いたモテ
ワディ（Motevadi）村の家では、今年はインド矮性コ
ムギ（bol-gahu）を作っていなかった（調査地点 2011-
3-8-2）。灌漑用の井戸のポンプが壊れたので、たくさ
んの水がいる bol-gahu は作らず、パンコムギの品種
Lokwan を作っているという。昨年の写真を手渡し、庭
先で bol-gahu について話を聞いた。軟質のコムギでウッ
ピットなどいろいろな料理に使い美味しい。15 年前に
本家からもらって栽培を始め、灌漑用のポンプも 10 ～
15 年前に購入したとのことだった。家の中から出して
きてもらった bol-gahu の穀粒にはパンコムギやマカロ
ニコムギ？の穀粒が混じっていた（図 5）。
　ビジャプルに戻り、ホテルから歩いてすぐの世界遺産
のイスラム寺院、ゴル・グムバズ（Gol Gumbaz）を見
物する。外国人料金 100 ルピー、カメラ料金 25 ルピー。
建物の入り口で下足を預け、新婚さん、遠足の高校生（中
学生？）、観光客、が狭い急な石の階段を休みやすみ登っ
ている。内部はガランとして味気ないが、外の回廊から
見るビジャプル市内は絶景（図 6）。ホテルに戻ったこ
ろには陽は傾いて暑さも和らいでいた。何とも気だるい
夕陽だ（図 7）。
　今日もインド矮性コムギの栽培にはめぐり合えなかっ
た・・・。
調査 4 日目（3 月 9 日水曜日）：ビジャプルからプネー
　7 時 45 分ホテルを出発したが、町を出たところでパ
ンク修理のためすぐに休憩。「何で夕べのうちに修理し
とかないんだ」とつぶやく声。昨日見学したゴル・グム
バズが抜き出た大きさで遠くに見える。自転車のパンク
修理と同じ作業でのんびりとしかし手際よく修理は進
み、8 時 20 分再出発。
　ビジャプルの南東のマサビナーラ（Masavinala）で昨
年のインド矮性コムギ（gundu-godi）の栽培者を訪ね
て話を聞いた（調査地点 2011-3-9-1）。初めてみるイン
ド矮性コムギは穂が黄色く熟れ始めていた（図 8）。ディ
パワリのあと 11 月に種を播いて 4 ヶ月後、あと 10 日
余りで収穫でき、すべて自家用で美味しい、栽培には水
がたくさん必要とのことだった。比較的よく熟れた穂を
手で揉んで取り出してくれた穀粒は白く丸く真珠のよう
だった（図 9A と B）。収穫後の畑には 5 月にトウモロコ
シを植えるそうだ。gundu-godi の他には、パンコムギ
（nil-godi）、マカロニコムギ（jamai）、モロコシ（白い
穂の在来種）、ヒヨコマメが熟しており、エンマーコム
ギ（jave-godi）の穂はまだ少し青く、植えつけたばか
りのタマネギが育っていた。
　その後、機会を見つけては千葉さんがエンマーコムギ
とインド矮性コムギについて街角で聞いてみるが、エン
マーコムギはあるがインド矮性コムギは見たことがな
い。昨年秋に調査したサングリ（Sangli）を通り高速道
路を飛ばしてデカン大学のゲストハウスに着いたのは夜
の 11 時だった。
まとめ
　今回の調査では、残念ながらインド矮性コムギの新た
な栽培地域を見つけることはできなかった。エンマーコ
ムギ（マハーラーシュトラ州では khapli、カルナータカ
州では jave-godi）は若者でも知っているのに、インド
矮性コムギの名前（gundu-godi、bol-gahu）を知って
いる人はほとんどおらず、栽培しているごく限定された
地域の一部の人だけが名前を知っているようだ。インド
矮性コムギについて、作っている人は美味しいというが
穀物商は美味しくないといい、市場には出ることはない。
高値で取引されるエンマーコムギとは違っている。エン
マーコムギは現役の作物であるのに対して、インド矮性
コムギは以前から栽培が減少し、すでに忘れ去られた作
物ということだろうか。我々が見ているのは消えつつあ
る最後の火なのかもしれない。エンマーコムギにはパン
コムギで代用しない用途（ウプマやシャービゲ、儀礼食）
があるのに対して、特有の用途を持たないインド矮性コ
ムギは、換金作物を夏作物として栽培するために、栽培
期間がより短く早く収穫でき、灌漑用水が利用できない
所でも栽培できるパンコムギの近代品種に置き換わって
いったのかもしれない。
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千葉　一（東北学院大学）
　前回（ニュースレター第 5 号）では、エンマーコムギ（以
後 EW）の栽培分布などについて簡単に述べた。今回は、
その利用法などについて、主に 2009 ～ 10 年にかけて
の 3 回の調査（2009 年 2 月には京都大学の三浦励一さ
んと、その 9 月にはチームリーダーで福井県立大学の大
田正次さんと、2010 年 2 月には神戸大学の森直樹さん
と現地で合流した）をもとに、その利用法や呼称などに
ついて述べてみたい。
1. 儀礼食：シャーヴィゲとパーヤサ
　2009 年 2 月初頭、カルナータカ州のバッラーリ県に
入ると、青い穂をした EW の畑がサンドゥール郡コンダ
プル、クードゥリギ郡マハデーワプラ、ハーラサーガラ
諸村で次々と現れ、「ブッデゴーディ」という呼称も使
われていた。特にバッラーリ県西部のドンガバドゥラ・
ダム湖の南側、ハガリボムマナハッリ郡からダワンゲレ
　エンマーコムギの利用法と混乱
県ハラパナハッリ郡に向かう道を気軽に 50Km ほど車で
走るだけで、ウパナーヤカナハッリ、ケンチャタナハッ
リ、ピンジャラヘグダール村等々の道路脇の畑にヒョコ
ヒョコと EW が顔を出した。その一つ、クルバ・カース
ト（羊飼い）多住村のウパナーヤカナハッリでは、驚
くべき事に、村人の多くが今でも EW を栽培していた。
シャーヴィゲ（極細スパゲティ）、パーヤサ（甘いミル
ク粥）、マーダリ（ロッティのパン粉 ･ 粗糖 ･ ココナッ
ツスライス ･ 過熱半裁したヒヨコマメのミックス）など
の儀礼食（写真 1）だけでなく、チャパティやウッピッ
トゥ（挽き割りの固粥）などの日常食でも EW を使うと
言う。カルナータカ中部・南部の多くの地域で既に失わ
れてしまった EW の食文化が、ここに遺存していた。
　バッラーリ県西部で EW を栽培している農民達は、そ
れを製粉所に持ち込み、加圧式の機械で押し出し、天日
乾燥させたシャーヴィゲを自家消費している（写真 2, 
3）。2010 年 2 月初旬に、森直樹さんとウパナーヤカナ
ハッリの隣村アンカサムドゥラ村に入り、EW の栽培を
確認した。そこには、洗濯板状の器具を使い、女性二人
がかりで行うシャーヴィゲの「手延べ法」が辛うじて残っ
ていた（2009 年度成果報告書参照）。「幻のエンマー・
写真 1   儀礼食マーダリ、バッラーリ県アンカサムドゥラ（10 年）
写真 2   加圧押し出し式のシャーヴィゲ製造機、バッラーリ県
H.B. ハッリ（10 年）
写真 3   製粉所脇のシャーヴィゲ干し場、バッラーリ県 H.B.
ハッリ（10 年）
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スパゲティ」とも言えるシャーヴィゲは、バッラーリ県
西部の人々にとっては、ユガーディ（正月、太陽暦三月
頃）の必須儀礼食シャーヴィゲ・パーヤサに欠かせない。
ユガーディを迎える前に、一年分のシャーヴィゲを作る
という。気候的にシャーヴィゲ乾燥の適期でもあるらし
い。また、このシャーヴィゲ・パーヤサは結婚式など慶
事の際にも振る舞われる。現在、市販の袋詰めシャーヴィ
ゲはパン小麦やマカロニ小麦から作られている。都市部
では、その非エンマー系シャーヴィゲの油揚げされたも
のがインスタント食品的に売られている（写真 4）。人々
はそれに砂糖と暖かいミルクとギー（バター）をかけ、
軽食としたり、不意の客に供している。儀礼食と菓子の
親縁から言えば、シャーヴィゲは確かに日常食へと展開
しつつ、即席シャーヴィゲ・パーヤサへと菓子化の方向
性も見せている。
　パーヤサは粥という古代の調理法を留めている。その
内容は地方によって様々で、例えば南部ではアッキ（米
粒）パーヤサを、西ガーツではバナナのパーヤサ（写真 5）
をよく見かける。また西ガーツのコダグ県のユガーディ
では、タンビット（ポップライスから作った粉）、バナナ、
ヤムやタロ、ココナッツ、ショウガ、ベッラ（サトウキ
ビの粗糖）、カルダモン、乾しブドウ、カシューナッツ
などを使った採集 ･ 根栽 ･ 稲作の多重的なパーヤサが作
られる。ココナッツ以下 6 種の素材は、カルナータカで
は主要素材と共にしばしば使われる。それから、緑豆を
使ったヘサル・パーヤサ（写真 6）も忘れてはいけない。
袋詰めの EW の挽き割りなどは、都市部でも容易に入手
でき（写真 7）、そのパーヤサやウッピットゥは今でも
根強い人気がある。ただここでも、それらが急速にパン
コムギやマカロニコムギの粗挽きや細挽きに置き換わり
つつある。
　正月の儀礼食シャーヴィゲ ･ パーヤサ（2009 年度成
果報告書参照）には、新穀を粒や挽き割り ･ 粗挽き系の
調理で食べるのではなく、製粉技術が進んだ粉食系の調
理で食べようとする意図が認められる。デカンの雑穀農
耕では、シコクビエ、トウジンビエ、モロコシなどの粉
から作られる数種のムッデ（掻い餅）やロッティ（写真 8）
を日常食としている（アワは炊き粒食しているが、サー
マイやコルローは食べたことがない）。その点から言え
ば、シャーヴィゲは儀礼食としてはちょっと特異であり、
デカンの粉食としても特異かも知れない。南インド沿岸
部稲作地帯や西ガーツで、コメのカイモチから作られる
写真 5  バナナのパーヤサ、ダクシナカンナダ県ダルマスタラ
近郊（08 年）
写真 4  油揚げしたシャーヴィゲ、バンガロール市のシティー・
マーケット（08 年）
写真 6  ヘサル（緑豆）パーヤサ、バッラーリ県ジゲナハッリ（09 年）
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麺ヌープットゥ（地域によってはこれをシャーヴィゲと
呼ぶ場合もある）との関連も、確かに無視できないと思
う（写真 9, 10）。
　バーガルコトゥやベルガムなど北カルナータカ諸県で
は、EW の粒粥パーヤサ（写真 11）が目立つ。とは言っ
ても、シャーヴィゲが持つ吉祥観が薄れている訳では決
してなく、婚約などの慶事にカラフルなシャーヴィゲ・
セットが贈り物とされている（写真 12）。その色彩から、
出血儀礼による超自然的力の感染を模倣するホーリー的
招福を見るのは深読みかも知れない。しかしそのアレン
ジされた形状から、箒による除災、コムギ収穫の最後の
一束を手にした霊的女性、三つ編みの髪が匂わせる供犠
の記憶に辿り着くことは、それほど無謀なこととも思え
ない。シャーヴィゲをめぐる粉食と儀礼食間の若干の齟
写真 7  挽き割り EW の袋詰め タミル語のサンバゴーディという
発音がカンナダ文字で表記されている バンガロール市内（10 年）
写真 8  ラギー（シコクビエ）ロッティ、バッラーリ市（09 年）
これとアッキ（米）ロッティの場合にタマネギや唐辛子などがミッ
クスされる
写真 9  アッキ（米）ムッデ（掻い餅）、ココナッツミルクが混ぜ
てある  バンガロール市（10 年）
写真 11  EW の粒粥パーヤサ、バーガルコトゥ県アルマティ近郊
（10 年）
写真 10  真鍮の組み立て式押出し器で、アッキムッデから米の
シャーヴィゲを作る  バンガロール市（10 年）
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齬は、おそらく EW という素材の問題を超えた、年越し
蕎麦的、あるいは類感・モノツクリ的な形式・形状の問
題なのかも知れない。
　上記の採集 ･ 根栽 ･ 稲作 ･ 麦作などの多様な素材とそ
れらに付随する霊的観念を、このパーヤサという粥が
歴史的に包み込んでいる（イネ科の雑穀を使ったパー
ヤサは食べたことがない）。しかしその特徴として忘れ
てはならないのは、極めてアーリヤ的なミルクとトッ
パ（ギー、バター）がスッポリと上から包摂（あるいは
侵略 ･ 外発的）する様に、それらの素材を仕上げている
事なのだ。一方、視点を反転させれば、陰に追いやられ
た南インド古代食の抱擁力か、一見調味 ･ 脇役的なショ
ウガ系やヤシやサトウキビ、カシューなど採集 ･ 根栽類
が下から包摂（受容 ･ 内発的）するかの如く、パーヤサ
を仕上げている様にも見える。生業、あるいは農耕文化
それぞれの前後関係についてはよく知らない。でも、コ
メやコムギを挟んだアーリヤとドゥラヴィダの関係が、
パーヤサと言う儀礼食の中に垣間見える様な気もする。
2. 女の分限と穀霊観
　2009 年 2 月 4 日、チットゥラドゥルガ県モラカール
ムール郡ウェンカタプラ村を三浦励一（京都大学）さ
んと訪れ、丁度に EW の収穫作業を見ることができた
（ニュースレター第 5 号参照）。「まだ二月になったばか
りというのにもう収穫！」。聞けば、播種から収穫まで
三ヶ月余りだと言う。確かに、ニルギリのバダガ族のケー
スも、カルナータカ州トゥンクール県マドゥギリ郡諸村
のケースも同様だったと思う。デカン高原の EW は、雑
穀（夏作）を基本としたサバナ農耕の冬作で行われてい
る。大田正次さんによれば、そうした短期冬作という環
境に適応した極早生という生理的特長を、デカンの EW
は持つに至ったと理解できるらしい。
　ウェンカタプラ村では、EW の収穫作業は女性に限定
されていた。収穫早朝には防災儀礼的なチャラガ（飯や
ヨーグルト等などのミックス、しかしその内容物は祭り
によって大きく異なる）が撒かれる。また、脱穀場で小
穂の小山に若水がかけられ、箕にホーリゲ（ヒヨコマメ
or キマメ＋粗糖の餡を仕込んだ薄でのお焼き）等の供
饌がなされるという。このように EW の収穫には諸儀礼
が付随すると言うが、実見は適わなかった。また、畑に
案内してくれた男達に刈入れについて尋ねると、「女た
ちが静かに丁寧に扱わなければならないもの…」と言う。
「穂軸の折落の恐れ」や「穀霊逃亡観」や「女性と同一
視される穀霊のジェンダー」などの問題が凝縮されてい
たように思われた。こうした女性による EW の刈入れの
専管は、地域によってはだいぶ乱れている現状がある。
しかし、男女が共に収穫作業を行う場合でも、その家の
主婦が先ず始めに儀礼的な刈入れを行った上で、本格的
な作業が開始されるケースもあり、本来的に「女の分限」
とする意見が多かった。
　2009 年 2 月 13 日、北部カルナータカのビジャプル県
ドーヌール村を訪れた際、刈入れや脱穀の開始に先立っ
て行われる「五人の既婚女性の歓待」儀礼を見ることが
出来た（ニュースレター第 5 号参照）。残念ながら EW
ではなく、冬作モロコシとマカロニコムギの脱穀だった
が、EW においても同様の歓待がなされるという。畑の
所有者も五人の既婚女性たちも、皆リンガーヤタ・カー
ストだった（リンガーヤタは、シヴァ神の五面に由来す
る「五」という数字によって構造化されている）。歓待
後、手伝いの人々は五人の女性の足に触れナマスカーラ
し、作業に取りかかる。綺麗なサリー姿で正装した五人
の女性（穀霊）たちも、儀礼的に少しだけ脱穀を手伝う
真似をした。この時の歓待の儀礼食は、たっぷりのミル
クとギーをかけたマカロニコムギのホーリゲだった（写
真 13）。そのマカロニコムギの刈入れにおいても、家の
主婦が始めに儀礼的に刈り取り、また落穂拾いも女の分
限とされていた。マカロニコムギを生産する農家の主婦
に聞いたところ、「食べて最も力がつくのは、ジャーワー
リ・ゴーディ（マカロニコムギ）だ」と言い、朝食に食
べ切れない程のジャーワーリ・ウッピットゥ（写真 14）
を作ってくれた。ビジャプル県は、カルナータカの EW
生産の中心と考えられるが、マカロニコムギの生産でも
有名で、EW の利用法の多くがマカロニコムギで置き換
写真 12  贈答品シャーヴィゲのモノツクリ・セット、ベルガム県
ベルガム市（11 年）
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えられつつある。それは穀霊観にも及んでいると思われ
る。
3. エンマーコムギのトライアングル
　北部カルナータカに北上し、2009 ～ 10 年にかけて
の三回の調査で、バーガルコトゥ県ビーラギ郡コルティ
村、グルバルガ県アランダ郡ジャワラギ村、ビジャプル
県バサワナバゲワディ郡諸村（バサワナバゲワディ、マッ
リカルジュナバナロッティ、マサヴィナーラ、タレワー
ドゥ）、ビジャプル郡ボーシェ村で EW の栽培を確認し
た。2007 年秋からのタミルナード山岳部の調査開始か
ら、初めて EW を市場出荷しているという生産者達がこ
こで現れ始めた。また、ビジャプル市内のネルー・マー
ケットの穀物商の多くが、近郊農家で栽培された地物の
EW を扱っていた。誰もが EW 生産の縮小傾向を口にし
たが、ビジャプル県ではかなり広範な栽培と需要が存在
していると思われる。
　更に北上を続け、調査はマハーラーシュトゥラ州南部
に突入しようとした矢先の 2009 年 9 月 1 日、私はウイ
ルス性の風土病チクングニアに倒れてしまった。高熱と
関節痛、そして全身が赤く発疹した。後で知ったが、治
療法はなく自然治癒に任せる他ないが、重症化する危険
もあると言う。見舞いに来た友人が言うには「それは東
アフリカから来たチキングンニャだ。去年、自分の村で
も多くが罹った」と。ボーとした意識の中でそれを聞き、
自分がニワトリにされてしまった様な憂鬱な気分に襲わ
れた。同時に頭の隅で「そうか、東アフリカか。アラビ
ア海を渡るなど造作もないのだな」と思った。その一
週間後、私は何とか立ち上がり、調査続行のため列車を
乗り継ぎマハーラーシュトゥラ州のプネー市へと向かっ
た。しかし下半身の関節の痛みは増し、まともに歩けな
い状態のまま、デカン大学で大田正次さんと合流。ご面
倒をかけながらのマハーラーシュトゥラ調査となってし
まった。足首の関節の痛みが消えたのは、一年以上が経
過した翌年の初冬だった。
　大田さんとマハーラーシュトゥラ州南部の村を訪ねた
9 月 13 日、プネー県バルマティ郡ムダレ村で「カパル」
と呼ばれる黄色の EW を確認した。その後も、カルナー
タカ州と境を接するコルハプル県とサングリ県を調査し
た。コルハプル県シャホワァディ郡サルードゥ村、ハー
トゥカンガレ郡ヘーラル村、シロン郡タムダラゲ村で、
「カプリ」あるいは「カプリガーフ」と呼ばれる EW の
栽培を確認した。儀礼食をはじめコムギ料理に EW を常
用していた。サングリ県ミラージュ郡マヒサーレ村では、
生産者によっては今でも市場向けの EW 栽培をしている
と言う。2010 年 2 月の森さんとの調査でも、サングリ
県ジャトゥ郡グルグンジャナル村、バルガオン村やソラ
プル県の州道一四一号線沿いの畑の数ヵ所で EW を確認
した。カンナダ語も通じるジャトゥ郡には、州境を越え
てビジャプル市に EW を出荷している生産者もいた。
　管見の限りでは、EW 生産者の厚みとその規模、市場
出荷、儀礼食のみならず日常の消費レヴェルにおいて、
マハーラーシュトゥラ州南部からカルナータカ州北部の
地域は、タミルナード山岳部やカルナータカ中・南部と
は明らかに異なっている。それは遺存的栽培の域を越え
た「EW 大国」の出現と言っても過言ではない。バナナ
やサトウキビなどの商品作物栽培優位のマハーラーシュ
トゥラ州北部の調査では、EW を確認できなかった（写
真 15）。現時点において、この地域（特に、北：プーネ県、
西：コルハプル県、東：ビジャプル県に囲まれたトライ
写真 13  マカロニコムギのホーリゲ、ビジャプル県ドーヌール
（09 年）
写真 14  マカロニコムギのウッピットゥ、ビジャプル県ドーヌー
ル（09 年）
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アングル）をインドの EW 生産のコアと見なし得るかも
知れない。
　マハーラーシュトゥラでは、ディーパワリの 1 か月前
の新月に、ガタスタープナ（2009 年度成果報告書参照）
と呼ばれる播種儀礼が、農民層だけでなく、都市住民の
間でも広く行われている。その内容や様式に地域差はあ
るが、冬作の播種期と重なっており、使われる多様な穀
や豆の中でも、EW は必須のものと思われる（写真 16）。
この播種儀礼には「作占い」の性格があるが、勿論「豊
作祈願」（富財増殖・除災招福）が含まれている。また
地域によっては、「モノツクリ」、「性的類感呪術」など
の関連要素も確認できる。このガタスタープナは、カル
ナータカ州北部のグルバルガ県でも行われている。精査
すれば、他の北部県ビジャプル、ベルガムなどでも確認
写真 15  広大なバナナ農園で働く人々、マハーラーシュトゥラ州
北部のバルガオン県（09 年）
写真 16  ガタスタープナ儀礼に使われる穀粒（この場合、EW・
オオムギ・米・トウジンビエ・シコクビエの 5 種）、プネー市の
ラクシュミー・マーケット（09 年）
写真 17  ランバーニの女性、バッラーリ市（09 年）
写真 18  神棚になされた冬作物の穂掛け、ビジャプル県マサビ
ナーラ（11 年）
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できるかもしれない。また、それと類似した「ティス」
あるいは「ソスィハッバ」（苗祭）と呼ばれる播種儀礼が、
グジャラートを故地とするランバーニ（写真 17）の人々
などに伝わっているという。また北カルナータカには、
古代の収穫祭「穂摘み祭り」の始食を思わせる「焼き小
麦」、その半熟焼き小麦から作るチャパティや、コムギ
など数種類の冬作物（ベニバナ、カラシ、ヒヨコマメ、
冬モロコシなど）を青刈りした束を、戸口や神棚に「穂
掛け」する風習も見られる（写真 18）。人によっては、
こうした利用において EW の使用を証言してくれたが、
未だ実見を果たしていない。
　面白いことに、この三角形のエリアの中で、カルナー
タカ州ビジャプル県バサワナバゲワディ郡とマハーラー
シュトゥラ州サングリ県ジャトゥ郡の三つの村で、イン
ド矮性コムギの栽培を確認した。しかしそれはかなり遺
存的なもので、2011 年 3 月に大田さん森さんと三人で、
このトライアングルを駆け巡ったが、他に確認すること
はできなかった。「数年前まで栽培していた」という情
報は確かに存在する。個人的には、カルナータカ州のバー
ガルコトゥ県に遺存の可能性は残されると感じている。
4. 呼称の混乱
　栽培型小麦の用途分化という点から見ると、食糧とし
ての難脱穀性（一粒系、EW 等）コムギは次第に易脱穀
性（マカロニ、パン等）コムギに置き換わり、ヨーロッ
パのように飼料用へと零落し、他のムギ類と混同され、
その名も忘れ去られる傾向にある。しかしそうした事情
は、決して他人ごとではない。例えば、マハーラーシュ
トゥラ北部で「カプリ（EW）」と尋ねても「知らない」と、
カプリの写真を見せても「これはマカロニコムギだ」と
言う人々もいた。似た様な状況はカルナータカにも当て
はまり、EW は両州において必ずしも一般的に認知され
ている訳ではない。
　EW を意味する呼称の裏には、かなり興味深いモノが
秘められているかも知れない。例えば、黒海に近いト
ルコ北部では、一粒系コムギと EW の双方を「kaplica
（カプリジャ）」と呼んでいる（大田 2010）。マハーラー
シュトゥラの「khapli」と明らかに酷似しており、何ら
かの関係を匂わせる。また、「ジャヴェゴーディ」とい
う EW の呼称は、カルナータカでは割と広範囲で通用す
る。しかし、その呼称で各地の農家や市場などを尋ねて
みると、しばしばマカロニコムギが出されることがあっ
た。マカロニコムギの呼称にもいくつかある。「ドッダ
ゴーディ」「バンスィゴーディ」、中でも広く使われてい
るのが「ジャーヴァーリゴーディ」で、「伝統種のコムギ」
という意味になる。しかし人によっては、「本当のジャー
ヴァーリゴーディはジャヴェゴーディのことだ」とも言
う。近代的な高収量品種との関係の中で使われ出した呼
称とは思われるが、「ジャヴェ＝ジャーヴァーリ」とい
う認識のその軸足が、いつの間にか EW からマカロニコ
ムギへとスリップしている。確かに北部カルナータカ州
ではマカロニ小麦の生産も多く、日常食、儀礼食を問わ
ず使われるケースも多い。その祖先種である難脱穀性二
粒系の EW は、易脱穀性二粒系のマカロニコムギに母屋
も看板も取られた格好になっているようだ。これも、後
発のものに同化されながら、EW がその呼称を失い忘れ
去られて行く一コマなのだろうか。
　2009 年 3 月 7 日、バッラーリ県バッラーリ市の穀物
商カールワ・アッチャイヤナ・アンガディで「ジャヴェ
ゴーディ」を注文すると、「食べるジャヴェゴーディは
ない、食べないジャヴェゴーディならある」と言われ、
出されたものは皮性オオムギだった。ブラーミン（司祭
階級）がホーマ（護摩行）に使うという。店主はこれを「コ
ムギ」と言って譲らなかった（実際に F. キッテルのカ
ンナダ語辞典を見る限り、javegoodhi はオオムギと記
され、EW は存在しない事になっている（Kittel 1994））。
どうやら「ジャヴェゴーディ」には、「穎が固く張り付
いた皮性オオムギ」と「固い穎に包まれた EW」と言う
更なるカテゴリーの混乱あるようだ。この事は、カンナ
ダ語の問答式歌遊びの定形からも窺える。「aane aane, 
yaava aane? kaaDu aane, yaava kaaDu? suDugaaDu, 
yaava suDu? roTTi suDu, yaava roTTi? jave roTTi, yaava 
jave? tinno jave, yaava tinnu? eeTu tinnu!」（バッラーリ
県クードゥリギ郡グデコーテ村にて G.Shashikiran 氏か
ら採録）。訳は「象象、何の象？森の象、何の森？焼く
森（焼畑）、何を焼く？ロッティ（無発酵パン）を焼く、
何のロッティ？ジャヴェロッティ、何のジャヴェ？食べ
るジャヴェ、何を食べる？一発食らえ！（と殴る振り）」。
食用ではないジャヴェゴーディの存在が窺える。つまり
現在のカルナータカ州で、「ジャヴェゴーディ」という
呼称において EW、マカロニコムギ、皮性オオムギの三
つを意味する混乱が存在している。
　カルナータカ州でオオムギ畑を実見した事はなく、稀
に売られている皮を剥いたオオムギを、人々は英語同様
に「baarli」、あるいは「バールリゴーディ」と呼びコム
ギ扱いし認識が薄い。しかしその用法を尋ねると、病人
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食としての「薬食い」で「パーヤサとして食べる」という。
また飼料としてやると「牛の乳の出が良くなる」とも
言う。人々が、この「バールリゴーディ」と「食べない
ジャヴェゴーディ」をどのように弁別理解しているのか
疑問は尽きない。しかし、ミルキングやヴェーダ祭式な
どを伴ったアーリヤ文化の一つ、あるいは皮性オオムギ
に対する特別な観念と呪術的用法という小伝統が、ドゥ
ラヴィダ文化の中に突き刺さる様にして生きている。そ
れはヴェーダの祭式との関係において、強固に需要され
ながらも、南インドで皮性オオムギがコムギとして生き
て来た事を物語る。しかしその物語には、幾通りかの前
史がありそうだ。
　カンナダ語の「javegoodhi」という言葉は、もとは
サンスクリト語から借用した「yava（オオムギ）」と
「godhuuma（コムギ）」の二語の複合と理解できる（Apte 
1986，長田 1995）。直訳すれば「オオムギの様なコムギ」
という事になる。難脱穀性などの特徴から、EW がアー
リヤ人によって「オオムギの一種」と認識されたのかも
知れない。EW が南インドで多用な儀礼食の素材として
使われて来た事は既に述べた。更には、埋葬での邪鬼払
い、村境での道切り、播種儀礼、穂掛け、サリー着の儀
礼（成女式）、食い初め（離乳食）、ルドゥラアビシェー
カと呼ばれる特別なリンガ崇拝などの諸儀礼にも、EW
は伝統的に使われて来た。そうした南インドにおける儀
礼用穀物としての EW の実体が、アーリヤ文化における
ホーマ（護摩行）など儀礼に使われる皮性オオムギと同
置されたのかも知れない。「オオムギだ！」「コムギだ！」
で口論した店主が分けてくれた一握りの皮性オオムギ
を、翌日じっくり観察すると EW の小穂が混入していた
（ニュースレター第 5 号）。かつてこの二つがアーリヤ的
に同類と見なされ、混作されていた名残りか。あるいは、
それらが地域によっては家畜飼料として扱われている現
状、両者の零落した姿だろうか。
　 実 は、「yavagodhuuma」 と い う 複 合 語 は、 実
際 に サ ン ス ク リ ト 文 献 に 存 在 す る ら し い く、 東 北
大 学 で イ ン ド 学 を 専 攻 す る 西 村 直 子 さ ん に よ れ ば、
yavagodhuumavat-「オオムギやコムギのような」は叙
事詩ラーマーヤナに、yavagodhuumaja-「オオムギや
コムギから生じた」という形容詞がモニエル梵英辞典に
見られると言う。しかしそれが EW を意味するものかど
うか定かではない。でも、「ラーマーヤナにおいてどん
な文脈で使われているのか、調べる価値がある」と興味
を示してくれている。仮にそれが EW を意味するとして
も、アーリヤ人が本来的には EW を意味する言葉を持た
ず、その遊牧略奪的な民族移動の途上で EW に遭遇し、
造語した可能性を匂わせる。勿論それは、インド侵入（紀
元前一五世紀頃から）以前の中央アジアか西南アジアで、
あるいはインダス文明滅亡（紀元前一八世紀頃）後に侵
入したパンジャーブなど北西インドで、更にはインダス
文明との関係が濃厚視されるドゥラヴィダ語族が堆積す
る南部インドでの遭遇であったかも知れない。ところで、
南インドのドゥラヴィダ語族圏に、EW を意味する古い
固有名詞は存在するのだろうか。それとも、アーリヤの
文化的侵略サンスクリト化の怒涛に洗われ、人々は彼ら
本来の EW の呼称をもう既に失っているのだろうか。
　しかしストーリーは一つではない。もしサンスクリト
語の「yava」と「godhuuma」が独立的に借用され、「jave」
と「goodhi」としてそれぞれカンナダ語化定着した後に、
EW を意味する「javegoodhi」という複合語がカンナダ
語内で成立したとするならば、EW を「オオムギの様な
コムギ」と認識したのは、アーリヤ側ではなく、カンナ
ダ語の側と言う事になる。それは彼らが遠い昔に EW を
忘却していたか、あるいは彼らにとって EW が新しい外
来の穀物だった事を意味する。とすれば、紀元前四～
三千年紀のインダス文明の遺跡から出土した EW と、タ
ミル山岳部やデカン高原で栽培されている EW とは別系
統である可能性も出てくる。インド洋に尖底土器のよう
に突き出したインド半島に一体何処から？果たして、海
の彼方からの EW 来訪は有り得るのだろうか。
5. アラビア海の三日月
　坂本寧男（京都大学名誉教授）氏が EW に始めて出会っ
たのは、1967 年 12 月 24 日、エチオピアの首都アジス
アベバ（標高 2500 ｍ）の後背エントト山に高度馴化の
ため登山した時の偶然だった。「アジャ（EW）」と叫ぶ
羊番の女の子に導かれ、初めて目にしたその EW は、一
見してインドの EW と形態的に類似していると思ったと
言う（阪本 1996）。その後、半世紀が経過しようといて
いる今、その観察の的確さは、大田正次さんの EW114
系統の比較栽培研究や、森直樹さんの葉緑体 DNA（母
性遺伝）のマイクロサテライト座に現れる DNA 型（プ
ラストタイプ）による EW の起源地や伝播経路の研究に
よって、証明されつつある。それによると、インドとエ
チオピアで栽培されている EW は遺伝的に極早の系統で
あるらしい。また、エチオピアの EW に特徴的なプラス
トタイプの一つ（三〇型）がインドの EW でも見出され
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ると言う（森 2007; 2010）。エチオピアとインド両地域
間での人的往来の可能性を示唆している。
　インダス文明の遺跡から出土する EW は、新石器時代
に「肥沃な三日月地帯」（地中海東岸～レバノン山脈～
トルコのトロス山脈～イラクのザクロス山脈～イラン西
南部クルディスタン高原）で栽培化されたものが、順当
に東進した当然の結果のごとく見なされて来たかも知れ
ない。同時に、南インドに遺存する EW もその系統に連
なる末裔と。しかし南インドの EW の遺伝的生理的特徴
からは、それを支持する事はできず、今のところ、イン
ダス期の EW と南インドの EW は別の伝播経路で別系統
と理解するのが妥当らしい。しかし飛躍すれば、イン
ダス期の EW の系統と伝播経路が未知である限りにおい
て、その出土した炭化種子が、デカン高原やエチオピア
高原の現生 EW と同系統でないとも、言い切れないので
はないだろうか。
　パキスタンのバルーチスタン州メヘルガル遺跡が、西
南アジア冬作物地域に属しているとするならば、メヘル
ガル出土の EW は現存の西南アジア・ヨーロッパ型の晩
生タイプで、エチオピアや南インドの極早稲タイプとは
異なると推測もできる。一方、同じく EW が出土したク
ナール遺跡があるハリヤナ州からは、イネ、リョクトウ、
ゴマなどの夏作物の炭化種子が出土している（Saraswat 
and Pokharia 2003; 2003）（ローヒラー遺跡があるパン
ジャーブ州については現在論争中とのこと）ことから、
混合冬作物夏作物地域と見ることが出来る。それらの出
土 EW が、デカン高原やエチオピア高原でサバナ農耕の
冬作として栽培されている極早生タイプの EW と同系統
である可能性は残される。
　上述の森直樹さんの研究において興味深いもう一つの
点は、エチオピアの EW に特徴的な四つのプラストタイ
プの内、一五型と三一型のものはアラビア半島の EW で
も示されると言う（森 2007）。アラビア海を囲む地域に、
類似したタイプの EW の系統が分布していることが明ら
かにされつつある。その意味で EW は、アラビア海を舞
台とした古代の文化交流の痕跡を物語る生きた考古遺物
に違いない。この「アラビア海の三日月」地帯における
一つのミッシングリンクは、現生 EW が未確認の混合冬
作物夏作物地域に横たわっている。しかしその空白には、
葉緑体 DNA 抽出不可能なクナールやローヒラー出土の
炭化 EW が、薄っすらと映し出されているかに見える。
インダス文明の約 1500 の遺跡の内、発掘調査がなされ
たのは僅か 100 余りで、一割にも満たないと言う。EW
の視点に限って言えば、混合冬作物夏作物地域での考古
植物学的調査、特に、アラビア海に面した西インドでの
発掘調査に期待したい。　　　　　　　　　　　　　　
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中村淳路（東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 /
大気海洋研究所海洋底科学部門）
　2011 年 3 月 11 日 か ら 3 月 25 日 の 期 間 に お い て
ア メ リ カ の サ ン タ フ ェ で 開 催 さ れ た AGU Chapman 
Conference on Cl imates,  Past Landscapes,  and 
Civilizations に参加し、ララ湖堆積物コアの分析結果に
ついて発表を行った。本学会は気候変動と文明の盛衰に
関する学会で、古気候と考古学の両方の側面を融合した
議論が行われた。筆者にとって初めての国際学会での
口答発表であり、海外の様々な研究者、 学生の方々と交
流することができ、たくさんの刺激を受けた。特に論
文を読んだことのある研究者に実際にお会いすることが
でき、その最新の研究発表を聴講できたことが印象的で
あった。本稿では事前に参加させていただいた巡検の紹
介と学会報告を行う。
　事前巡検のコースは、ラスベガスをレンタカーで出
発し、フーバーダム、グランドキャニオン（写真 2）、
ホースシューベンド、モニュメントバレー（写真 3）、
メサベルデ遺跡（写真 4）、チャコカルチャー遺跡（写
真 5）を巡り、学会会場のサンタフェに至る、総走行距
離 1500km に及ぶ巡検であった。大陸乾燥地域の地形 , 
地球の歴史を記録した地質、そしてアメリカ先住民族
の遺跡を訪れる、まさに今回の学会の「気候変動と文
明」がテーマの巡検である。地平線まで一直線の高速道
路や延々と続く植生がない赤茶色の大地に大陸のスケー
ルの大きさを実感した。グランドキャニオンの標高差
1500m の崖には、過去に北米大陸西部がたどってきた
歴史がぎっしりと刻まれている。「すごい」としか言葉
にならない絶景だ。メサベルデ国立公園内のクリフパレ
スは、崖下の窪みに日干し煉瓦で作られた集落遺跡であ
る。1300 年代頃に放棄されたと考えられており、その
原因については謎だという。遺跡を見学しながら、なぜ
放棄されたかという議論で盛り上がった。
　学会はこれまでに論文を読んで知っていた研究者の方
と実際に話をできたことが、学生の . 筆者にとって感激
だった。口答発表だったこともあり、顔を覚えていただ
いていたので、声をかけやすかったことも大きい。最も
関心をもったのは Berkelhammer 氏のインドの石筍を用
いたインドモンスーンの復元である。同氏が 2010 年に
EPSL 誌に発表した過去 1500 年間の石筍の酸素同位体比
記録にかねてから注目していたが、今回の発表は過去 1
万年間の新しいデータについてであった。今後インドに
おけるモンスーン変動復元のスタンダードとなるデータ
となることが予感され、改めて . 筆者もララ湖を頑張ら
なければと刺激を受けた。
　環境変化と文明の関係の発表を最新の研究を聴講し 2
つのことを感じた。ひとつは放射性炭素年代を用いた年
代モデルの重要性であり、もう一点は学際的研究の面白
さである。古気候復元の研究の年代測定には放射性炭素
年代がよく用いられるが、測定と暦年較正の過程を通し
て 50 年から 100 年程度の誤差を含んでしまう。さらに
海洋のサンプルであればリザーバー効果の補正なども加
わり不確定性は大きくなる。年代モデルの向上が必要不
可欠だと感じた。年代の測定点を増やすことが近道では
あるが、サンプルによる制限、分析に要する時間、コス
トなどにより分析数は限られてくる現状がある。必ずし
もすべての研究が同じような年代モデルに基づいている
わけではないので、年代決定の不確かさとその要因を意
識することが大切だと感じた。また、気候変動と文明衰
退の関係についてはタイミングの一致不一致が研究のス
タートで、その先の因果関係については考古学と古気候
学が同じグループとして研究することが大切であると感
AGU Chapman Conference on Climates, Past 
Landscapes, and Civilizations 参加報告
写真 1　発表中の筆者の様子
- 17 -
インダス文明研究会　ニュースレター　Vol. ● インダス・プロジェクト　ニュースレター　第８号
じた。発表の質疑応答を通して文明と気候変動の関係が
統合されていく様子は生き生きとしていて面白かった。
筆者は地球惑星科学専攻に在籍していて普段の大学のセ
ミナーや授業で文明に関する話を聞く機会は少ない。地
球や人間の歴史そのものも楽しいけれど、地球の歴史と
人間の歴史を重ねることで、両者がさらに面白くなって
くると感じている。
※編集註
　AGU（American Geophysical Union：アメリカ地球物
理学連合）とは、地球物理学分野での世界最大の学会で
あり、気象学・海洋学、固体地球物理学、水文学、宇宙
科学の 4 分野から成り立っている。その中でも当報告の
会議は下記の趣旨のもとで行われた。
AGU Chapman Conference on Climates, Past Landscapes, 
and Civilizations
Santa Fe, New Mexico, USA　　　　　　21–25 March, 2011
写真 2　グランドキャニオン
写真 4　メサベルデ遺跡 写真 5　チャコカルチャー遺跡
写真 3　モニュメントバレー
Conference Objectives and General Description
Human society is intimately linked to the environment 
that sustains it. Civilizations have evolved during a 
period of unique climatic stability since the onset of 
the Holocene, around 10 ka. However, even within 
this overall framework of stability, changes in regional 
and global cl imate have significantly impacted 
the development of societies. To understand the 
effects of climate change, population increase, and 
resource exploitation on modern societies, a better 
understanding of how climate,  landscapes and 
civilizations have interacted in the past is needed. 
Although these processes impact most strongly poorer, 
less prepared countries, nevertheless, as Hurricane 
Katrina has shown, even the wealthiest countries are not 
immune to the effects of environmental catastrophe. 
This Chapman meeting will assess the present state of 
science on how mankind and the environment have 
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interacted over a variety of time and spatial scales. 
We encourage participation of scientists from across 
the fields of the ocean and Earth sciences, as well as 
anthropology, archaeology and historical sciences to 
present their recent research. Although the meeting will 
feature keynote speakers and established researchers 
we encourage participation from early career workers 
and Ph.D. students.
(URL: http://www.agu.org/meetings/chapman/2010/
ecall/index.php)
   招へい外国人研究員 P. アジトプラサードさんの来日
　国際シンポジウムのお知らせ
　この 5 月から 3 ヶ月間の予定で、インド、グジャラー
ト州のバローダ―にあるマハーラージャー・サヤジラー
オ大学の P. アジトプラサード（Ajithprasad）さんが来
日されました。招へい外国人研究員として 2008 年に続
き２回目の滞在となります。
　今回の滞在では、アジトプラサードさんが調査されて
いるグジャラート州北部の遺跡から出土した様々なサン
プルをお持ちいただき、その分析を試みました。それぞ
れの結果につきましては、近い内に発表できるかと思い
ますので、しばらくお待ちください。また今回は精力的
に国内を移動され、近畿地方の旧石器時代の遺跡や広島
の宮島などを訪れ、見識を深めていただきました。
　アジトプラサードさんは 8 月 10 日に帰国されます。
残りわずかですが、よろしくお願いします。また、帰国
間近のご紹介となってしまい、申し訳ありません。
P. アジトプラサードさん（比叡山にて）
　インダス・プロジェクトでは毎年開催しております国
際シンポジウムを 8 月 7 日（日）・8 日（月）に行います。
今回の国際シンポジウムが当プロジェクト主催の最後の
国際シンポジウムとなります。プロジェクトの総括には
まだ間がありますが、皆様のご参加をお待ちしておりま
す。
Indus Project International Symposium 2011
“Environmental Change and the Indus Civilization”
Sunday, 7 August 2011
13:00-13:45 “An archaebotanical Study in the Indus 
Civilization”, Steven A. WEBER (Washington 
State University)
13:45-14:30 “Significance of Lakhan-Jo-Daro in Indus 
Civilization”, Nilofer SHAIKH and Qasid 
MALLAH (Shah Abdul Latif University) 
14:30-15:15 “Excavations at Shikarpur, Gujarat 2010-
11”, P. AJITHPRASAD (The M. S. University of 
Baroda) 
[Break]
15:30-16:15 “Locational Analysis of Two Indus Period 
U r b a n  C e n t e r s  o f  I n d u s  V a l l e y :  t h e 
Chanhudaro and Nahuto”, Qasid MALLAH 
(Shah Abdul Latif University)
16:15-17:00 “SUMMARY of  Results  of  First  Phase 
Excavation at Kanmer, Gujarat, India”, J.S. 
KHARAKWAL (JRN Rajasthan Vidyapeeth) 
17:00-17:30 Discussion
Monday, 8 August 2011
9:30-10:00 “Variability of the Asian monsoon as a 
potential candidate for decline of Indus 
civilization”, Atsunori NAKAMURA (The 
University of Tokyo) 
10:00-10:30 “Mid Holocene climate reconstruction using 
oxygen isotopic composition of modern and 
fossil catfish otolith in North West India”, 
Kaoru KUBOTA and Atsunori NAKAMURA 
(The University of Tokyo) 
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　日本のサラスヴァティー探訪
　地球研国際シンポジウムのお知らせ
サラスヴァティー（左）と弁財天（右）（wikipedia.org）
10:30-11:00 “Geomorphological Constraints on the 
River Regime of the Ghaggar during Mature 
Harappan Period, Northwestern India”, 
Hideaki MAEMOKU (Hiroshima University) 
11:00-11:45 “ A  s u m m a r y  o f  o r a l  a n d  p o s t e r 
presentations by our project members at 
AGU and EGU”, Toshiki OSADA (RIHN) 
[Lunch] 
13:00-14:00 “ C o w s  a n d  b u l l s  i n  O l d  I n d o - A r y a n 
l i t e r a t u r e” ,  To s h i f u m i  G O T O,  N a o k o 
NISHIMURA ( Tohoku Univers i ty)  and 
Chisei OSHIMA (Institute for Research in 
Humanities, Kyoto University) 
14:00-14:30 “The two ancient wheats, emmer wheat 
and Indian dwarf wheat, are still alive in 
India - their cultivation and utilization -”, 
Shoji OHTA (Fukui prefectural University), 
Naoki MORI (Kobe University), and Hajime 
CHIBA (Tohoku Gakuin University)
14:30-15:00 “Chloroplast DNA variation in emmer 
wheat and Indian dwarf wheat in Indian 
s u b c o n t i n e n t ” ,  N a o k i  M O R I  ( K o b e 
U n i v e r s i t y ) ,  T o s h i y a  T A K A G I  ( K o b e 
U n i v e r s i t y ) ,  H a j i m e  C H I B A  ( T o h o k u 
Gakuin University) and Shoji OHTA (Fukui 
Prefectural University)
　総合地球環境学研究所では、10 月 26 日～ 28 日にか
け第６回地球研国際シンポジウム「Beyond Collapse: 
Transformation of human-environmental relationships, 
past, present and future」を開催します。その中のセッ
ションの 1 つとして、インダス・プロジェクトも「Beyond 
collapse: In the case of Indus Civilization」として参加し
ます。詳細につきましては後日連絡いたしますが、当プ
ロジェクトからは、プロジェクトメンバーの横山祐典さ
ん、Steven A. WEBER さん、後藤敏文さん、プロジェク
トリダーの長田俊樹さんの発表を予定しております。お
時間の都合がつく方は参加をご検討下さい。
遠藤　仁（総合地球環境学研究所）
　インダス・プロジェクトの古環境研究グループでは、
コアメンバーの前杢英明さんを中心にハリヤーナー州、
ラージャスターン州を流れるガッガル川（旧サラスヴァ
ティー川）の調査を進めている。その調査の詳細は前杢
さんの報告（前杢他 2009、前杢他 2010 など）を参照
していただきたい。
　ここでは、この川の旧名サラスヴァティーについての
み触れたい。サラスヴァティーはヒンドゥー教の女神名
であり、日本においては仏教や神道に取り込まれ、七福
神の一柱、弁財天（弁才天）として広く知られている。
　そこで、調査の本筋ではないが、遠くインドの地から
はるばる日本に来られた女神様が、如何に変容しこの国
に受容されたかを探るべく、前杢さんの提案で日本三大
弁財天※の 1 つである広島県宮島の大願寺のご本尊をそ
のご開帳に合わせて参拝した。参加したのは前杢さんの
他、P. アジトプラサードさん、遠藤である。大願寺の弁
財天開きは毎年 1 回 6 月 17 日に行われており、この日
を逃すとその後 1 年間そのご尊顔を拝むことはできな
い。年に 1 度の機会とあって、大願寺は地元の人々を中
心に混雑し、長蛇の列を並び無事に我々もご本尊を拝む
ことができた。寺の秘仏である弁財天は残念ながら撮影
禁止のため皆さんにお見せすることはできないが、歴史
の重厚さと造形美を十分に感じることができる女神様で
あった。
　肝心のインドからの受容と変容であるが、その姿形は
下の図に見えるように大きく異なっており、アジトプラ
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　編集後記
　ニュースレター第８号をお送りいたします。この度も
発行が遅れてしまい、申し訳ありません。今回は昨年度
末に生業研究グループがインドで行った調査およびアメ
リカ地球物理学連合への参加報告となっています。ご寄
稿いただいた方々に篤くお礼申し上げます。
　今年度は当プロジェクトも最終年度となりました。プ
ロジェクトの終了に向け、まとめの準備を鋭意進めてお
ります。残り少ない期間ですが、変わらぬご支援をお願
いいたします。　　　　　　　　　　　　　（遠藤　仁）
広島県 宮島 大願寺の弁財天開き
サードさんも、「これがサラスヴァティーだ」と言うと
戸惑っておられた。サラスヴァティーは日本に受容され
る際に多くの他の神と習合し、多くの信仰体系が混合し
た結果現在の姿と信仰が出来上がっているため、一概に
比較することはできず、一参拝者の手には余る。しかし、
共に水辺に佇むその姿や、慈しむような眼つきは共通し
ておりその同根を窺うことができる。
　弁財天は学芸の神としても知られているため、我々は
インダス・プロジェクトの無事の終了と今後の研究の継
続を祈願し、同時に財宝神としても知られているため大
枚の賽銭と共に今後の調査費用が潤沢であるように祈願
した。
※日本三大弁財天は、異説もあるようだが大願寺の他に奈良
県天川村の天河大弁財天社、滋賀県竹生島の宝厳寺があり、
他に神奈川県江の島の江島神社を加える場合もある。最寄
にある場合はインダス・プロジェクトの無事の終了を祈願
して下さい。
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